
山菜の説明を受ける参加者

　

�
月　

日
、
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ
あ
い

��

の
里
で「
採
っ
て
！
食
べ
て
！
山
菜
講
座
」

が
開
か
れ
ま
し
た
。
山
菜
の
種
類
や
見
分

け
方
、
収
穫
の
マ
ナ
ー
な
ど
を
学
ん
で
も

ら
う
こ
と
を
目
的
に
津
黒
い
き
も
の
ふ
れ

あ
い
の
里
が
開
催
。
約　

人
の
参
加
者
は

��

敷
地
内
を
歩
き
な
が
ら
、
山
菜
を
収
穫
す

る
際
の
注
意
点
や
、
食
べ
方
、
毒
の
あ
る

危
険
な
植
物
の
特
徴
に
つ
い
て
講
師
の
説

明
を
聞
き
ま
し
た
。
散
策
の
後
に
は
、
山

菜
の
天
ぷ
ら
が
用
意
さ
れ
、
参
加
者
は
春

の
味
を
満
喫
し
て
い
ま
し
た
。

山
菜
採
り
の
マ
ナ
ー
な
ど
学
ぶ

採
っ
て
！
食
べ
て
！
山
菜
講
座

作品を眺める観光客

　

�
月
�
日
〜
�
日
ま
で
、
勝
山
町
並
み

保
存
地
区
に
あ
る
古
民
家
「
庄
屋
」
で
、

「
竹
と
土
と
台
湾
茶
」
展
が
開
か
れ
ま
し

た
。地
元
ゆ
か
り
の
工
芸
作
家
ら
�
組
が
、

築
�
�
�
年
の
古
民
家
を
改
装
し
た
ス
ペ

ー
ス
に
竹
細
工
や
陶
芸
、台
湾
茶
を
出
品
。

訪
れ
た
人
た
ち
は
、
巧
み
な
技
が
光
る
工

芸
品
を
手
に
取
っ
て
見
た
り
、
風
情
あ
る

庭
を
眺
め
な
が
ら
台
湾
の
お
茶
を
味
わ
っ

た
り
し
ま
し
た
。
作
り
手
と
会
話
を
す
る

な
ど
し
な
が
ら
和
や
か
な
交
流
の
ひ
と
時

を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

古
民
家
で
作
品
楽
し
む

竹
と
土
と
台
湾
茶
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�
月　

日
〜
�
月
�
日
ま
で
、
普
門
寺
周
辺
で
上

��

田
の
春
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
地
元
団
体
が

特
産
品
な
ど
を
販
売
し
、
い
ろ
り
も
あ
る
茅
葺
き
屋

根
の
『
花
見
庵
』
で
は
、
名
物
の
「
昔
そ
ば
き
り
」

に
舌
鼓
を
打
つ
人
の
姿
も
見
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

�
月　

日
、
旧
上
田
小
学
校
校
校
舎
内
に
、「
カ
フ
ェ

��

 
玉  
響 
」
が
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
。
自
然
を
重
視
し
た

た
ま 

ゆ
ら

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
な
ス
イ
ー
ツ
や
飲
み
物
を
提
供
。
日

曜
日
と
月
曜
日
の
午
前　

時
〜
午
後
�
時
ま
で
営
業

��

し
て
い
ま
す
。

上田地域でくつろいで上田地域でくつろいで
　上田の春まつり・カフェ玉響オープン上田の春まつり・カフェ玉響オープン

写真上：満開のシャクナゲの前で、そばや
天ぷらを味わう観光客
写真左：カフェ玉響でスムージーの提供
を受けるお客
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まちの話題

このコーナーは、皆さんや振興局から寄せられた情報で作成していきます

　

�
月　

日
、
落
合
小
学
校
体
育
館
で
鬼

��

丸
昌
也
講
演
会
（
垂
水
向
津
矢
住
民
会
青

壮
年
部
主
催
）
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
講

師
の
鬼
丸
昌
也
さ
ん
は
「
地
雷
」「
小
型
武

器
」「
子
ど
も
兵
」
と
い
う
�
つ
の
課
題
に

対
し
て
、
現
場
で
の
国
際
協
力
と
国
内
で

の
啓
発
・
提
言
活
動
を
行
う
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ
ン
ス
を
設
立
。
今
回
の

講
演
で
は
ア
フ
リ
カ
の
紛
争
に
巻
き
込
ま

れ
た
子
ど
も
兵
や
、
東
日
本
大
震
災
で
の

支
援
に
つ
い
て
話
さ
れ
、
訪
れ
た
参
加
者

は
真
剣
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

来場者に語りかける鬼丸さん

　　 バイ ク で安全な通学を

真庭高校久世校地の二輪車

実技講習が真庭自動車学校

で開かれました。バイクで

通学している同校地の�年

生が参加し、指導員からポ

イントを教わりながら、安

全な運転技術に磨きをかけ

ました。

�/��

　　 山歩きで豊かな自然を満喫

美甘地域にある大久留見山

でウォーキングイベントが

開かれ、約��人が新緑の山

歩きを楽しみました。参加

者は周りの山々の眺めや足

元のかれんな山野草を愛で

ながら、約�時間のコース

を歩きました。

�/��

　　 山中一揆の犠牲者��人を供養

禾津にある義民の丘で義民

まつりが行われました。今

から���年近く前、津山藩の

圧政に耐えかねた農民が起

こした「山中一揆」で処刑

された��人を、義民の子孫

や地域の人たちが供養しま

した。

�/�

　　 絵本を作ろう ！

絵本作りを通して絵本の楽

しさや魅力を知ってもらおう

と、久世図書館で絵本を作

るイベントが開かれました。

子どもや親子連れあわせて

 ��人が�種類の仕掛け絵

本作りに挑戦し楽しい時間

を過ごしました。

�/��

　　 山開きで響くホルンの音

夏山登山シーズンを迎え、

登山者の安全を願う山開き

が塩釜石彫公園で行われま

した。関係者約��人が無事

故を祈願したほか、アルプ

ホルンの演奏も行われ、登

山シーズン到来を告げる音

色が響きわたりました。

�/��

今
の
自
分
に
何
が
で
き
る
か

鬼
丸
昌
也
講
演
会

　

�
月　

日
、
富
原
小
学
校
周
辺
で
、
お

��

茶
の
魅
力
を
広
く
伝
え
よ
う
と
「
第　

回
��

富
原
お
茶
ま
つ
り
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
で
は
、
地
元
住
民
に
よ
る
特
産
品
や

軽
食
な
ど
の
販
売
、
お
茶
摘
み
や
製
茶
体

験
が
行
わ
れ
、
訪
れ
た
観
光
客
や
家
族
連

れ
ら
は
、
今
で
は
貴
重
と
な
っ
た
体
験
を

楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。
ま
た
、
富
原
茶
を

普
及
さ
せ
る
た
め
に
商
品
化
に
取
り
組
ん

で
い
た
「
と
み
は
ら
茶
」
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
が
完
成
し
、
試
飲
販
売
が
行
わ
れ
、
訪

れ
た
人
の
喉
を
潤
し
て
い
ま
し
た
。

お
茶
の
魅
力
を
伝
え
た
い

富
原
お
茶
ま
つ
り

手もみ製茶を体験する観光客
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広
報
真
庭   
●
月
号

　���

が�

編
集
後
記�

　

楽
し
み
な
ホ
タ
ル
の
季
節
が
や
っ
て

き
ま
し
た
。
今
年
は
少
し
発
生
が
早
そ

う
で
す
。
少
々
大
げ
さ
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
北
房
の
「
川
が
ま
る
ご
と
光
る
」

よ
う
な
あ
の
風
景
。
見
た
こ
と
が
な
い

人
は
ぜ
ひ
一
度
。
以
前
開
か
れ
た
ほ
た

る
サ
ミ
ッ
ト
で
、
ホ
タ
ル
自
慢
の
ま
ち

か
ら
来
た
人
た
ち
が
、「
こ
り
ゃ
あ
ス
ゴ

イ
わ
」
と
た
め
息
を
漏
ら
し
て
い
ま
し

た
。
真
庭
に
住
ん
で
い
る
特
典
の
ひ
と

つ
で
す
。
お
見
逃
し
な
く
！ 

江
崎

　

今
回
は
、
ご
み
の
資
源
化
・
減
量
化

に
つ
い
て
特
集
を
作
成
し
ま
し
た
。
生

ご
み
を
堆
肥
化
し
て
い
る
取
り
組
み

は
、
す
ご
い
と
思
い
ま
す
。
家
庭
か
ら

出
る
ご
み
の
半
分
は
生
ご
み
な
ん
で

す
。そ
れ
が
肥
料
に
な
る
ん
で
す
か
ら
。

ま
だ
実
験
途
中
で
す
が
、
こ
の
取
り
組

み
が
軌
道
に
乗
る
こ
と
を
祈
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
雑
が
み
を
分
別
す
る
こ
と

も
大
切
だ
と
い
う
こ
と
が
分
り
ま
し

た
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
挑
戦
を
。 

横
山

真庭市制施行��周年記念

ホタルがよく飛ぶ時間帯は？
　�午後�時��分から�時間程度
　�午前�時前後
　�午前�時前後

どんな天気のときがいいの？
　�気温と湿度が高いとき
　　・雨が降る前
　　・雨が降った後　など

ホタルが飛ばないのは？
　�雨や風の強い日
　�気温の低い日
　�満月の前後（明るい夜）

　�月��日は「ろく・（てん）ふろ」の語呂合わせで「露天風呂の日」。湯
原温泉街では、温泉に感謝をする日としてさまざまなイベントが催され
ます。また、��時～��時まで協賛旅館の内湯が無料開放されます。

�問   湯原観光情報センター  ℡����-��-����

���・ ����������

主な
行事

★�：��～

露天風呂大掃除
（砂湯）

★�：��～

お湯取りの儀
（温泉薬師堂）

★�：��～

温泉感謝の集い
（砂湯）

ホ
タ
ル
観
賞
月
間 
�
月
�
日
〜　

日
��

ほ
く 
ぼ
う
ホ
タ
ル
の
里

　

毎
年
多
く
の
ホ
タ
ル
が
乱
舞
す
る
備
中
川
。
北
房
地
区
で
は
�
月
を

「
ホ
タ
ル
観
賞
月
間
」
と
し
、
観
光
客
の
皆
さ
ん
の
お
も
て
な
し
と
観
賞

マ
ナ
ー
の
啓
発
を
行
っ
て
い
ま
す
。
無
数
の
ホ
タ
ル
が
こ
の
時
期
だ
け

見
せ
る
光
の
シ
ョ
ー
を
見
に
行
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

◆ホタルは人工の光が嫌いです
　車のライトや懐中電灯の光をホタルや河川に向けない
ようにしましょう。河川沿いの車の走行・駐停車もお
控えください。

◆絶対に獲らないでください
　地域で大切に守っているホタルです。捕まえて持ち帰
らないでください。

◆川の中に入らないでください
　ホタルが生息する河川、茂みなどには入らないでくだ
さい。

◆ごみは持ち帰りましょう
　環境保全のため、ごみは各自でお持ち帰りください。

※ホタルの発生状況などについては、北房振興局
（℡ �- ��-����）にお問い合わせください。


